
国土交通省東北地方整備局 北上川下流河川事務所

平成２３年１２月２日９時００分発表

浸水対策に係わるアンケート結果について

【速報版】

北上川下流河川事務所では、河口部周辺の本格的な復興に向けた堤防

整備を進めていくにあたり、地域の皆様の意見を伺う一環としてアンケ

ートを実施しました。アンケート結果（速報）を取りまとめましたので

お知らせいたします。

なお、本内容は速報版につき今後情報が変更となる可能性があります。

概 要
アンケート結果（速報）から以下のような、地域の皆様の声が伺えます。

○地震による地盤沈下に伴い、多くの方が浸水しやすくなっていると

感じている。

○浸水被害のない安全なまちづくりを望んでいる。

○津波、浸水対策として、堤防のみではなく避難に係わる整備も必要

と感じている。

今後、アンケート結果を精査し復興に向けた整備に活かしてまいります。

なお添付のアンケート結果は、本日の午後、石巻市役所で開催する「石巻・東

松島地区復興防災基盤連絡調整会議」で配付し、関係各機関と情報共有を行う予

定としております。

北上川下流河川事務所記者発表についてはホームページでご覧になれます。

ホームページアドレス【http://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/】

記者発表会：石巻記者クラブ

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所

宮城県石巻市蛇田字新下沼８０

電話 ０２２５－９５－０１９４（代表）

技術副所長 佐藤 伸吾（内線２０５）

調査課長 齋藤 茂則（内線３５１）



H23.12.02現在

　　　　アンケート実施状況【速報版】

○　実施日、場所

11月14日

11月15日

11月17日

11月19日

11月20日

11月21日

11月22日

11月23日

11月27日

石巻市震災復興基本計画意見交
換会（中里地区）
石巻市震災復興基本計画意見交
換会（蛇田地区）

第1回防災講演会

石巻市震災復興基本計画意見交
換会（河南地区）
石巻市震災復興基本計画意見交
換会（門脇地区）
石巻市震災復興基本計画意見交
換会（釜地区）
石巻市震災復興基本計画意見交
換会（鹿妻地区）

※本集計内容は速報値であり、今後精査により内容が変更となる可能性があります。

石巻市震災復興基本計画意見交
換会（河北地区、稲井地区）

石巻市震災復興基本計画意見交
換会（北上地区、桃生地区）

アンケート回収総数 1179枚

質問２　地震・津波どちらによる被害でしたか？

10%

46%

37%

7%
地震により被災

津波により被災

両方

被災していない

質問１　どちらから来ましたか？

90%

2%
7% 1%

石巻市内

東松島市内

宮城県内

宮城県外

質問２（２）　どの程度の被害でしたか？

72%

8%

4%

8%
2% 6% 全壊・流出

半壊

軒下まで浸水

床上浸水

床下浸水

その他

※その他：
一部損壊、家財流
出など



質問４　優先して実施すべき河川の津波防災対策はどれだと考えますか？

64%

13%

23%

津波を防ぐ河川堤防を築く

河口部に巨大水門を建設する

設備施設に頼らず避難すればよい

自由回答（抜粋）
・全てを並行して行うべき。
・堤防も水門も今回災害時には役に立っていないので、
一概には言えない。
・想定外の災害に人工構造物は役に立たない。
・「避難すればよい」という対策は、老人や子供には無理
である。

※上記設問以外にも、
・被災地付近には住まない。
・避難路や避難施設の整備による対策が必要。
　　　　　　　　　　　　　　との意見が寄せられています。

質問５　優先して実施すべき浸水対策はどれだと考えますか？（複数回答）

56%32%

7%
5%

河川堤防を整備する

雨水管渠・ポンプ場」の整備を充実する

排水路、排水機場を整備する

施設整備に頼らず、浸水したら避難すればよい

自由回答（抜粋）

・どれかを優先するのではなく、並行し同時に完成してこそ
効果がある。
・北上川への雨水排水口を閉め、ポンプ排水にする。
・自然の理を活かした排水は考えられないか。
・東京都のように地下に貯水槽を設ける。
・まずは排水溝の泥かきを完全にする。
※上記設問以外に、
・道路や沈下している土地のかさ上げ
・避難する、非居住地にする
　　　　　　　　　　　　などの意見が寄せられています。

質問３　以前より浸水しやすくなったという 実感はありますか？

74%

15%

11%

ある

あまり感じない

ない

自由回答（抜粋）

・通常の降雨や潮位変動でも冠水するようになっ
た。
・水が引きにくくなり、数日浸水している状態が続く
ようになった。
・排水溝から水が溢れてくるようになった。
・道路の冠水で度々通行に支障が出るようになっ
た。

※その他にも、浸水に関する多くの実感が寄せら
れています。



質問６　津波等からの安全安心と土地利用・市街地のまちづくりとの
　　　　バランスをどう考えますか？（複数回答）

27%

62%

6%

0.7% 4% 広い土地を必要としても、3月11日の大津波も防ぐ万
全な堤防を造るべき

洪水・高潮や一定レベルの津波を防ぐ堤防を造り、それを
超える大津波への備えは、避難対策(避難ビル等)と組み
合わせる

「安全」も大事だが、「まちづくり」を優先に考え、堤防
は極力低くすべき

.いざというときには避難すれば良く、堤防等の整備は
一切必要ない

その他、具体的に

自由回答（抜粋）

・まず安全ありきでまちづくりをすべき。
・備えは複数とし、万全に。出来ることは全てするべき。
・完全に防ぐのは難しいので、家屋の流出が防げる程度の堤防がよい。
・災害規模の予測は困難であるため、ある程度のものでよいのではないか。
・岩手県田老町の例もあるので、巨大な堤防は不要。
・堤防により排水が滞ったり、津波が見えなくなるので、余計危険になるのではないか。
・観光のためにも河川を活かした景観が損なわれないように。

その他、
高台への移転、避難ビル（高層住宅）・屋上へリポートの建設、避難用道路の整備、防災無線の拡充、避難
時の渋滞対策、避難ルートや避難先の検討
　　　　　　　　　　　　　　　　など、多数の意見があげられています。

質問７　河川を整備する場合、最も配慮すべき点はどれですか？
（複数回答）

47%

29%

9%

6%

6%
3%

浸水被害の無い安全・安心なまちづくり

災害時の避難路

散歩・ジョギングなど市民に親しまれるような工夫

自然環境の保全

市街地の活性化(観光・まちの賑わい)を重視する

その他　具体的に

自由回答（抜粋）

・総合的に判断して、項目全てに配慮して欲しい。
・河川管理上必要とする高さを保持し、万全な堤防を造る。
・市街地の活性化と安全なまちづくりの整合を図る。
・自然環境を重視しながら安全なまちづくりを進める。
・石巻の由来、巻石、石巻小島の改善策を特に考えて欲し
い。
・排水設備の充実、あまり高い堤防は都市の景観を損ねる。
・今までも護岸工事に10年かかったことがあり、事業のス
ピードが遅すぎる。
・マリーナなど河川を利用する視点も必要。

　　　　　　　　など、他にも多数の意見があげられています。




